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【第５６号】

今後まとまった降雪が見込まれないため、冬期間閉鎖していた「ゆずりあい車線」を解放し
ました。皆さまにはご理解とご協力をありがとうございました。
引き続き無理な追い越しをせず、ゆとりをもってゆずりあいながら走行していただけますよ
うお願いします。

（

道路の橋やトンネルなどのコンクリート構造物は、高度成長期に急速に建設されたため、
現在、同時に高齢化が進み傷みが多くなってきています。当出張所では、皆さんが安心して
長くご利用できるように計画的に補修・修繕を進めており、今年度は、上記の３箇所につい
て補修工事を行いました。

■コンクリートの主な補修方法

鉄筋コンクリートは、いったんひびが入ると、

そこから水が浸入して、中の鉄筋が錆びて膨張するんだよ。

その後、ひびはどんどん大きく広範囲になるため、

早めの手当を行って状態が悪くなるのをふせぐ必要があります。

人が老いていくのと似ているんだ。長生きしてもらわないとね。

□補修した構造物

（橋） 本荘大橋、三本堰橋 （隧道） 川袋地区

剥離・鉄筋が露出

ひびわれが発生

【断面修復工法】

弱くなったコンクリートや、

鉄筋の錆を除去して元

の形に修復します。

【ひびわれ注入工法】

ひびわれた箇所に特

殊な注入剤をいれて

隙間をふさぎます

海側の防風柵を更新

【川袋地区（隧道）】

ひびわれ注入

■工事内容の紹介

断面修復はつり

剥落防止（透明）

剥落防止

ひびわれ注入

【本荘大橋】
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